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【令和元(2019)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 
 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

 Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

○ Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
オープンアクセスジャーナル Journal of the Anus, Rectum and Colon 誌を発刊し、日本から

の論文の掲載の場を創出したことは評価できる。ただし、インパクトファクターが付与されれ

ば、投稿料、掲載料を課しても論文が集まるとの見通しは楽観的で、補助期間終了後の継続性

に不安がある。今後は、支出経費を精査するとともに、海外からの投稿の増加、論文のダウン

ロード数の増加を促す施策を講じて Journal of the Anus, Rectum and Colon誌のステイタスを

高め、将来の財政基盤の確立につなげることが望まれる。 

 

 


